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と与え られる｡ 但 し､
S-亨SiZ (totalspin)･
帯磁酎 - (甘 rg)2｡■くS2>cAT･ これよb､Mの四汝の係数B(T恥
Curie点 Tcで零になるかどうかを見る匠は､cumulantとS2>Cと<S4>C
の Singularityの相対的なorderを知ればよIvlo とは言っても､二次元




-次元 =singmodelを､上の新 しい立場､か ら､見直 して､一般の場合にsug-
gesもiveな結論を引き出 して見たいと思 う｡ 一
良 く知 られているように, 一般にshort rangeforceで､一次元の Clas-
sicalsys七品 では､相転移は起 らない02･3,4〕この一般的な定理にあるよう
に､一次元 Isingmodelでは､相転移は起 らない｡もつと-厳密に言 うと､有
限温度では､相転移は起らない｡しかし､この系は､絶対零度で､相転移を起
していると見ることが出来る｡ 事実､T-0で､熱力学的関係は､si云gula-
rityを持っている｡ 又､excharlgeinteraction(i )が negative で
あれば,i.T-Oでは,Ferroになる｡ そ こで､一次元 Isingmodelを'i
Tc-oなる系と見て､T≧Tcでのcumulantによる表封2桓singulaTi軽
の様子をこの場合について調べて見るのは､有意義であると思 う.








































































十Tr(8183)(a∂384｡a84∂5 つ - ･aaNSl)
-2N(a2十aN｣2)
同様に して､⊥一般に､















故に､T-Tc(-o)で <S2>Cは激 しく発散する｡ 帯磁率 Xは
X= <S2>C-
(pBg)2- J〔つ､ N(jLBg)2





































≪8138i≫ - ≪SlSi≫ ･･ 3通 りーO
≪SlSi3≫ - ≪SlSi≫ -･1適 _Jh｡













≪ 818ia_K2≫ - ≪ 818i≫-･3(N-2)通bo
≪ 8128i8j≫ - ≪8iSj≫ -･6通 bo
(1< i<j)




























近 1 1 J汰
しか し､二つのgraPhは､ i,j,kについて和をとった後には､ 全 く同じ
寄与をする｡
∑ 千81∂iSj触>-2∑ <8181+iSj+1触十1> (- 一一-㌻･ )

































12a(1+a2) , 12a2･(a- 3)
(1-a)3 暮 (1-a)2









筆 ～-3丞 i SA 8d&g-'〕(N--で f主n土teになるpar七)
-.2×3堪 軍 ト ,)
-2×3!a匪 豪 雪 (,/)












一般にこの Singuiarityの様子を調べてみよう｡ 上式の括弧の中を fn(a,
k2n-1)とおくと､次の漸化式が成b立つ.
皿 f
fn(a,孤 )- ∑ ∑ at十k｡ fn_1 (a,近)E=lk=l
a













う｡ 証明を略 して結果のみを書 くことにする｡





〔公式 2〕 約 ､- ～ 一望a2(卜 a吏)
(1-a)3


























〔公式 5〕 (公式 4を一般化 して)
卜 ak- n+1 Anp･kP
cf(krB-Anooてi=重訂 ㌻十漂 1 (卜 a)早- 2



























































さて､以上のことから､全べての cumulanTuは Tc(-0)で､発散 してい
る去 しか も､higherorderの Cumulantになるにつれ､益々激 しh
singularityを持っている｡又､これ らの発散は ､ 単なる統計の factor
lA Tに依るものではな く ､ 粒子数N--托 したときの CC'OPeraもiveな結
果 として､現われているのであ､る｡例えばも2体の CumuユanもくS2>P





く S2>N(T-o)-N (fini七年) (26)






に於けるsingularityの様子を調べることができるo 数 factorは別 にし
て､
kT







即ち､ 一次元 Isingmodelでは､全べての係数A ,a,C ,D ,･･･がTc





での係数がTcで0になれ その後に､0にな らなしへterm も現われると期待
される｡ それをきちんと証明するには､公式(2頻 ら各 cumul豪雨 の相対的な
sing.llarityの Orderを計算 しなければな らない｡
そこでl 上の議論を もと払 次のような現象論を立てるol)¢の展開式の中で
A2mM 2mの項が寄与 して､それよれ 前の係数はTc.で Cになれ しかも､､
higherorderとするO そ うすると､結果的には､Tc のごく近 (では､
¢-oo十AM2十A2皿M2m-HM (27)
としてよh e 更に,Tc以下でもA,A21Tiの.SiilgulariT,yの Orderは､ 上
側と同 じであるとすれば､ 自発麓化Ms∝ 七β,I-1∝ 七γ,比熱C∝ 七一α,
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上 段 三> PreSenも theory
下 ･段 二三, Pad看近似又は厳密解
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